
  

 

 

20 世紀は「早く、安く、便利に、効率よく」スピードを追求して発展し 

た世紀でした。  

経済優先の社会構造の中で、核家族化が進み、⼦どもたちの⽣活圏から多

様なおとなの姿が消えていきました。⼈間関係も細かに分断され、おとな

と⼦どもが共に何かをする機会も、おとな同⼠で共に何かをする機会も少

なくなっていきました。いろいろな価値観をもつたくさんの⼈々との関 

わりによって、おとなも⼦どもも成⻑していくのですが、その機会が減少

し、しっかりとした⾃⼰肯定感、⾃⼰信頼感を得ることが難しくなってい

ます。そして、多くの⼦どもたちはおとなへの信頼を失いかけています。 

また、その⼦どもたちを育てる親、ことに⺟親に過⼤な負担が集中し、さ

まざまな問題や悩みに翻弄され、⾃分⾃⾝を⾒失いがちです。  

 

近年の⼦どもや⼥性をめぐるさまざまな問題を解決していくためには、 

これまでの価値観を問い直し、⻑期的な視野で⽣き⽅や社会を再構築して

いく必要があると考えます。  

 

私たちが⼼から望むのは、多様性を認めあい、おとなと⼦ども、⼥と男が対

⽴や上下関係でなく、互いのいのちと⼼が尊重され、暴⼒に代わる問題解決

がなされる社会の実現です。  

とりわけ、社会的に⾒えない存在になりがちな⼦ども・⼥性が健やかに、い

きいきとその⼈らしく⽣きていくことができる社会にするために、私たちが

しなくてはならないことは、  

 

 

 

 

 

 

 

 

●⼦どもたちを権利の主体者とする⼦ども権利条約の理念に基づいて、  

⼦ども⾃⾝の中にある⼒を信頼し、共に考え、⾏動すること。 

●おとなが⼦どもの声に⽿をかたむける、「信じられるおとな」になること 。 

●⼦どもとおとなが共に学びあい、 育ち合っていく地域社会を再⽣すること。 

●そのための⽀援のしくみづくりを⾏うこと。  

 

これらのことを実現するために、私たちは、⼦どもに関わる諸団体、虐待問題・

ＤＶなどの⼥性問題に取り組む⼈、⾏政、及びさまざまな⼈たちと共に⼋尾市

及びその近郊の⼦ども・⼥性たちに対し、⼦育て・⾃分育ての講座等の研修事

業や居場所及び学びの場作り事業、相談事業、⼥性の⾃ ⽴⽀援事業などの活

動を深め広げていきたいと思っています。  

 

おとなたちが⼦どもとの関わりをとおして学び、互いにつながり助け合い合

うことの⼤切さを認識することは、⼈間性を回復し、だれもが安⼼して暮らし

愛着をもてる地域を作っていくことにつながると信じます。    

「特定⾮営利活動法⼈ ＫＡＲＡLＩＮ」が「出会い 学び 楽しむ 場」となり、

共に⼦どもたちを⾒守る穏やかな居⼼地の良い関係づくりが進むことを願い、

そのためにもＮＰＯ法⼈となり社会的信⽤を得て、地域のネットワークをよ

りしなやかで強固なものにしたいと考えています。  

 

「多様性を認めあい、⾮暴⼒を基にして⼈々がやさしく共⽣していける地域

社会」をめざし、「いまから〜ここから〜こころから〜」活動していきます。  
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